晴れの国　岡山百景
ええ岡山のすべて
Ⅰ.ええ歴史を、訪ねる.
古代のロマンを感じながら.　　桃太郎伝説と吉備路.
１．伝説
岡山市と総社市、倉敷市にまたがる広大な古代史と伝説のエリア、吉備路。ここに伝わる吉備津彦命と温羅の伝説は、お伽話「桃太郎」のルーツになっているのでは、と言われてきました。その伝説とは、“鬼ノ城に住みついていた「百済の王子　温羅」は、悪事を働き里人を困らせていた。これを退治するため朝廷から吉備津彦命が派遣され、激しい戦いの末、温羅を成敗した。”というストーリー。お伽話の「桃太郎」では、吉備津彦命が桃太郎、温羅が退治される鬼として描かれているというわけです。
今も偉容を誇る吉備津神社は、温羅との戦いの時に吉備津彦命が陣取ったといわれる由緒あるところ。温羅の首を埋めたという御釜殿や、伝説にちなみ魔除けとして行われる矢立ての神事など、伝説に由来する建物や儀式が残されています。また、一帯には、吉備津彦命が放った矢と温羅が投げた岩が喰い合って（ぶつかり合って）、落ちた場所とされる「矢喰宮」、片目を射られた温羅の目から噴き出す血で真っ赤に染まったと言われる「血吸川」、鯉となり逃げた温羅を鵜になった吉備津彦命が喰わえ上げた場所とされる「鯉喰神社」など多くのゆかりの地があります。伝説は吉備の地に、今も生きているのです。
桃太郎のお供は誰？
桃太郎のお供は、ご存じ犬、猿、雉。これは吉備津彦命が吉備の国に鬼退治に行く時にお供をした、犬養部（いぬかいべ）・猿養部（さるかいべ）・鳥養部（とりかいべ）という名の家来が由来とされています。


２．伝説のスポット
１）吉備津彦神社.
吉備津彦命を祭神する備前の国の一宮。広い境内には日本一の大灯篭や備前焼大狛犬など見所がいっぱい。見事な景観が楽しめます。
２）吉備津神社.
吉備津彦命を主神に、吉備全体の大氏神として崇められてきました。いつごろ誰によって造営されたのかは不明。国宝である本殿は25年もの歳月をかけて室町時代初期の応永32年（1425年）に再建されたものです。
鳴窯神事…吉備津神社に今も続く神事。炊き上げる釜の鳴る音で、吉凶を占う神事です。吉備津彦伝説によれば、釜の下に温羅の首があるといわれ、吉凶をうなり声で占っていると伝えられています。
３）鬼ノ城.
地元民の間で古くから温羅が住んでいたと語り継がれる鬼ノ城。総延長約３㎞の城壁に囲まれた本格的な朝鮮式山城です。城門、水門、倉庫跡の礎石群などが確認されています。築城は5世紀から7世紀と諸説もあり、現在も発掘整備が進められています。
４）鬼の差上岩.
鬼ノ城から約3㎞離れたところにある山上の岩屋。温羅が岩を積み上げて作った棲み処とされます。岩の裏のくぼみは、その時にできた手形とか。
３．備中国分寺
吉備路の美しい四季に映える絶景スポット。
奈良時代に創建、江戸時代に再建された備中国分寺は、吉備路ののどかな田園風景の中、四季折々の美しい姿で訪れる人を迎えてくれます。
４．吉備の国の謎
数多くの古墳・史跡が残る岡山
古代王国　吉備の国は謎につつまれています。その規模は備前、備中にまたがる大小の古墳の分布を見ても、その大きさが想像されます。とくに吉備路は、この王国が栄えた昔を偲ばせるさまざまな史跡がいっぱい。今日も様々な発掘、調査が行われています。たとえば、岡山の代表的な古墳である造山古墳（つくりやまこふん）は、全長約360mという、全国第4位の前方後円墳。近くにある作山古墳（つくりやまこふん）は、全国9番目の規模です。また、備前の両宮山古墳は、水をたたえた周濠が残っています。これら巨大古墳から、大和朝廷にも劣らない勢力を持っていたと考えられます。
お問い合わせ.　社団法人　岡山県観光連盟.　電話,　086-233-1802。岡山県産業労働部観光物産課.　
電話,086-226-7382。


Ⅱ.ええ町並みを、歩く
美しい、懐かしい。歴史ある町並み.
１．倉敷美観地区
１）町並み.
時代を越えて伝えられる風景がここにはある。
江戸時代、幕府直轄地である「天領」として栄えた倉敷。高瀬舟を使った水運によって備中の特産物が集まり、その中心である倉敷川畔には、豊かな商人の町屋や白壁の土蔵が建ち並びました。荷車が往来した石畳の路地も白壁の土蔵と相まって懐かしい風景を今に伝えています。現在でも、小さな路地裏に当時の建物が修復・再生され、ギャラリーや喫茶店、土産物店などの個性的な店舗として利用されています。和と洋、古きと新しきが融合した独自の落ち着いた雰囲気は倉敷ならではの佇まい。「倉敷美観地区」は伝統的建造物群保存地区であると同時に、今を生きる人々の生活の場でもあり、まさに生きた本物の町並みといえます。その姿は江戸時代から現在を経て、そして未来になっても倉敷の心意気を伝えてくれるのです。
２）みどころスポット.
①倉敷民藝館.
日常の生活の中で使うものの美しさに光を当て、陶磁器、ガラス、織物、染物、木工品、漆器、金工品、編組品、紙工品など１万点を超える収蔵品があります。
②倉敷ガラス.
小谷真三氏が独自に開発した、丈夫で美しい倉敷ガラス。一つ一つ丁寧に手作りされ、それぞれ微妙に表情が異なるのが魅力です。
③日本郷土玩具館.
江戸から昭和にかけて作られた全国の郷土玩具を集め、約５千点を展示しています。ギャラリーや器・雑貨を扱うサイドテラス、カフェなど、見どころがいっぱいです。
④倉敷アイビースクエア.
紡績所跡を再開発した敷地内は文化施設やホテルで構成されています。蔦の這うレンガの壁、ヨーロッパ風の雰囲気に惹かれ、多くの人々が足を運びます。


３）天領のあかり.
夜間景観照明。
ほのかなあかりで倉敷美観地区を幻想的に浮かび上がらせる、「天領のあかり　くらしき」は、世界的な照明デザイナー　石井幹子氏プロデュース。美しい町屋や蔵の白壁やなまこ壁を、訪れた人々の心に響く優しい明かりで照らします。
◎日時,　4月～9月.　日没から22時まで。10月～3月.　日没から21時まで。
◎場所.　倉敷川沿い、倉敷アイビースクエア周辺.
お問い合わせ.　倉敷市観光振興課.　電話, 086-426-3421。
４）くらしき川舟流し.
江戸時代、物資を運ぶ舟が行き来していた倉敷川。その情緒が偲ばれる観光川舟が美観地区で運行されています。川面から町並みや柳並木を眺めると、いつもとは違った倉敷を味わうことができます。
◎期間,　3月～11月　　　◎運行時間,　9：30～11：30、13：00～16：00
◎料金.　大人  300円、子供  150円（5歳以上　小学生以下）   ◎月曜運休（祝日は除く）
お問い合わせ.　社団法人　倉敷観光コンベンションビューロー.　 電話, 086-421-0224


２．ええ町並みに出会える町スポット
１）ベンガラ色に染まる町並み
吹矢ふるさと村（高梁市）
標高500ｍの山嶺に幕末から明治にかけて「ベンガラの町」として全国に知られた吹矢の町並みが残されています。一帯は「吹矢ふるさと村」として、ベンガラ格子に石州瓦の商家・町屋と往時の面影を伝え、多くの観光客が訪れるようになりました。
お問い合わせ.　高梁市商工観光課.　電話,0866-21-0229。成羽町観光協会吹矢支部.　電話,0866-29-2222
２）のれんと格子窓が美しい城下町
勝山町並み保存地区（真庭市）
白壁やなまこ壁などで作られた武家屋敷や商家が数多く残され、勝山藩二万三千石の城下町のおもかげを今にとどめています。また、軒にかけられた「のれん」が新たな勝山のシンボルとなって色鮮やかに町を演出しています。
お問い合わせ.　真庭市商工観光課.　電話,0867-42-1033。  勝山観光協会.  電話,0867-44-2120
３）瀬戸内に浮かぶ花の島
真鍋島ふるさと村（笠岡市）
笠岡諸島のひとつで古代から海上交通の要衝として栄え、中世の頃には真鍋水軍の根拠地ともなった島で城跡や旧跡が探索できます。また懐かしい漁村風景を身近に見ることができます。
お問い合わせ.　笠岡市産業振興課.　 電話,0865-69-2147


Ⅲ.ええ庭園に、学ぶ
１．後楽園徹底ガイド
１）後楽園の歴史
知れば知る程、天下の名園
日本三名園のひとつとして、有名な後楽園は、岡山二代藩主・池田綱政の命により貞享４年（1687年）に着工、14年の歳月をかけ、元禄13年（1700年）に一応の完成をみました。その後も、歴代の藩主により手を加えられましたが、当初の姿を大きく変えることなく現在にその美しさを伝えています。当時は藩主の静養の場、賓客接待の場として使われましたが、日を定めて家臣や領民にも観覧が許されていました。
そして明治維新ののち明治17年（1884年）、岡山県に譲渡され、一般公開されるようになります。その後、水害や戦災で大きな被害を受けましたが、岡山県では池田家の絵図に基づいて復旧をおこないました。昭和27年には文化財保護法による「特別名勝」に指定され、後世に伝えるべき歴史的文化遺産として、今日を迎えています。
２）後楽園の意匠
後楽園は当時ポピュラーな回遊式の大名庭園ですが、特に注目すべきところは芝を大胆に取り入れていることです。築庭当時は、芝よりも田畑の面積の方が広く、第五代藩主・池田治政の代に沢の池の西が芝生になり、昭和9年の水害以後に井田をのぞく園内の平地が芝生に変りました。岡山城を背景に、広い芝生や池、築山、曲水、茶屋、樹林地と、ダイナミックに配置され、美しく移り変わる景色を眺めてひと回りすると一巻の絵巻物を観ているようです。また、歴代の藩主が観庭の場とした延養亭（えんようてい）からの眺めは格別。唯心山（ゆいしんざん）の背後の操山（みさおやま）を借景とするなど、園内は様々な角度から計算し尽くされているのです。
３）凝縮された美しい景色
後楽園の大きな特徴は、芝生や大きな池に代表される明るく広々とした開放感にあります。しかし、花葉の池の巨大な大立石が大名庭園にふさわしい貫禄を見せ、流店を流れる水の清々しさ、その先にある八橋と杜若、花交の滝を流れる水の存在感、季節の花や木々の彩りなど、自然を凝縮した日本庭園ならではの細やかさがあります。
四季を通して、美しい後楽園の花々や樹木。春には桜やツツジ、夏には花菖蒲や蓮、秋には紅葉、冬には椿や梅などが楽しめます。
後楽園は、タンチョウのいる庭園です。綱政が延養亭の前庭に降り立ったタンチョウをみて、和歌を詠んだという記録もあります。現在は、正月にタンチョウを放鳥しています。


２．岡山城
烏城とも呼ばれる岡山市内を見渡す城
岡山城は慶長2年（1597年）、豊臣五大老の一人である宇喜多秀家が8年かけて築城しました。天守閣は安土城を模していると伝えられ、珍しい不等辺五角形になっています。国宝であった天守閣は戦災で焼失し、現在は復元したものです。
当時は二の丸、三の丸をめぐって三重の堀があり、周囲には武家屋敷、城下町が広がっていました。黒い外観から別名「烏城」と呼ばれ、金の鯱を挙げていたと伝えられることから、「金烏城（きんうじょう）」という別名もあります。
お問い合わせ.　岡山城事務局.　電話, 086-225-2096
http://www.city.okayama.okayama.jp/kankou/midokoro/shisetsu/okayamajo/ujo/
３．岡山の様々な庭園
 ちょっと足をのばして　歴史的・芸術的にも価値のある、その他の庭園見学。
１）近水園（おみずえん）　
岡山市・足守
岡山市の北西部に位置する足守地区は、豊臣秀吉の正室ねねの実家、木下家の領地でした。近水園は、その旧足守藩主木下家が築きました。足守川の水を引き入れて池を作り、そこに鶴島と亀島を配置しています。池の水面に端正な姿を映し出す吟風閣。飾り気のない数寄屋造りが禅味を醸し出しています。
お問い合わせ.　近水園.　　電話,086-295-0981
２）衆楽園（しゅうらくえん）
津山市
津山藩第二代藩主　森長継のころに作られたという大名庭園。松平家にも引き継がれ、一時期は、「御対面所」となりますが、藩主の別邸として使われてきました。
この庭園は、京都の仙洞御所を模して造営されたもので　島の配置や、枝張りにも風雅な趣があります。
お問い合わせ.　津山市商工観光課.　電話,0868-32-2082。　　津山市観光協会.　電話,0868-22-3310
３）頼久寺（らいきゅうじ）
高梁市
足利尊氏が諸国に命じて建立させた安国寺の一つである頼久寺。その庭園は国指定名勝となっています。俗に「鶴亀の庭」と呼ばれ、はるかに望む愛宕山を借景に、砂の波紋で海洋を表し、中鶴亀二島と鶴島を配し、さらに、大海の波のあらわすサツキの大刈込で背景を整えています。
お問い合わせ.　高梁市商工観光課.　電話,0866-21-0229


Ⅳ.ええ美にふれる
１．岡山の美術館めぐり
岡山の芸術と文化にふれる場所（岡山市）
岡山駅から桃太郎大通りをまっすぐ東へ約１㎞。路面電車の停留所は「城下」で降りてください。この一帯は岡山城、後楽園だけでなく、岡山市立オリエント美術館、岡山県立美術館、林原美術館、夢二郷土美術館などが点在し、岡山カルチャーゾーンという名前で県内外の人に親しまれています。昔と今の美しくも懐かしい文化と芸術。備前池田藩31万5千石の城下町の歴史と文化の香りの中、知的好奇心の高揚を求めて、ゆっくり歩いてみませんか。
１）岡山県立美術館
雪舟・宮本武蔵・平櫛田中・国吉康雄ら、岡山ゆかりの芸術家たちの作品を多数展示しています。
電話,　086-225-4800。住所.　岡山市天神町8－48。
料金.　一般　300円、高・大学生　200円、小・中学生・65歳以上無料。
開館時間,　9:00～17:00。休館日.　月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始、展示替期間。
２）夢二郷土美術館
赤煉瓦の外壁や風見鶏など、大正ロマンの薫りが漂う建物で、竹久夢二の作品や資料を常時約100点展示しています。
電話,　086-271-1000。住所.　岡山市浜2－1－32。
料金.　一般　700円、中・高・大学生　400円、小学生　300円。
開館時間,　9:00～17:00。休館日.　月曜日（休日の場合は翌日）。
３）林原美術館
備前池田家の旧蔵品を中心とする故林原一郎氏のコレクションによって生まれた美術館。
電話,　086-223-1733。住所.　岡山市丸の内2－7－15。
料金.　一般　300円、高校生　200円、小・中学生　無料。
開館時間,　9：00～17：00。休館日.　年末年始、展示替期間（不定期）。
４）岡山市立オリエント美術館
古代から近世に至るまでイラン・イラク・シリアなど西アジアを中心とした、国内でも数少ないオリエント専門美術館です。
電話,　086-232-3636。住所.　岡山市天神町9－31。
料金.　一般　300円、高・大学生　200円、小・中学生　100円、65歳以上無料。
開館時間,　9：00～17：00。休館日.月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始、展示替期間。


２．大原美術館
１）日本初の西洋美術館
豪華コレクションが並ぶ、倉敷市にある日本初の西洋美術館。
大原美術館は、明治の事業家　大原孫三郎が、郷土の画家、児島虎次朗の偉業を記念して昭和5年に設立した、日本最初の西洋美術中心の私立美術館です。創建当時は日本の美術界も世界の息吹に触れ、西洋美術への憧れが高まっていた頃でした。モネ、ロザンヌ、ロダン、ルノワールなど今も世界に誇るコレクションに巨万の富を投げ出した美術館は、倉敷という地方都市を美術の分野で燦然と明るく照らし出しました。また、日本の近代洋画、現代美術を展示した分館、棟方志功の作品などを展示した工芸館、東洋の古代美術品を展示した東洋館と、多岐にわたる展示と豪華なコレクションで多くの人々を魅了しつづけています。
電話,　086-422-0005。住所.　倉敷市中央1－1－15。
料金.　一般　1000円、高・大学生　600円、小・中学生　500円、65歳以上　800円。
開館時間,　9：00～17：00。
休館日.　月曜日（祝日、夏休み期間、10月11月は無休）、12月28日～31日。
２）大原孫三郎と児島虎次郎
孫三郎は、大原家の奨学生であった虎次郎の才能を高く評価し、ヨーロッパ留学を支援します。虎次郎は作品の制作に励む一方、日本の美術界のために少しでも何かしたい、との思いから孫三郎に「絵を購入したい」と申し出ます。その熱い思いに共感した孫三郎は許可を出し、虎次郎はエル・グレコ、ゴーギャン、マティスなど素晴らしい作品の数々を収集していきました。
３）有隣荘
倉敷川を挟み本館と向かい合うように建つ有隣荘は、大原孫三郎が5年かけて建設。別名「緑御殿」という愛称で呼ばれるとおり、特別に作られた緑瓦で葺かれています。
年に2、3回　特別公開されます。


Ⅴ.ええ自然にふれる
岡山の豊かな自然
北には緑深い中国山地、風もさわやかな高原を経て、南に下れば温暖な気候の肥沃な中国平野が広がり、やがて波穏やかな瀬戸内海に面する岡山県。この豊かな自然は、地域独自の文化や歴史を写しながら　美しい風景を見せてくれます。
１．蒜山高原
雄大な蒜山三座と　のどかな高原
1000メートル級の上蒜山、中蒜山、下蒜山。
蒜山三座の南裾野に広がる盆地を蒜山高原と呼びます。
なだらかな山々をバックに、のんびりと草を食むジャージー牛。
そんな牧歌的な光景が広がり
都会がなくしてしまった何かを思い出させてくれる場所、蒜山。
夏は、キャンプや登山、サイクリング、
冬はスキーなどのアウトドアレジャーが楽しめる自然満喫エリアです。
２．岡山県立森林公園
大自然につつまれる。
岡山県立森林公園は、標高約1000メートル。面積は、甲子園の約90倍の広さ。森林の大部分は、ブナ　・ミズナラなどの落葉広葉樹で、一部には県内でも珍しいカラマツ林があります。湿原には、ザゼンソウ、オタカラコウなどが出現し、四季の変化を魅力的に教えてくれます。
お問い合わせ.　森林公園管理事務所. 電話,0868-52-0928。 財団法人　上斎原振興公社　電話,0868-44-2657


３．瀬戸内
多島美を誇る瀬戸内海。瀬戸内海国立公園内にある岡山の海。
波の静かな内海に緑の小島が浮かぶ瀬戸内海の美しい景観は古くから旅人に愛されてきました。大小約30の島々が浮かぶ笠岡諸島。マインレジャー拠点の日生諸島。日本のエーゲ海の異名を取る牛窓。そして、瀬戸大橋の架かる児島半島一帯。見どころは尽きません。
１）瀬戸大橋
下津井の自然を楽しむ。
雄大な瀬戸大橋と備讃瀬戸の自然美は、遠くから眺めても、実際に渡っても、クルージングで巡っても迫力満点です。高速観光艇はもちろん、江戸時代の御座船を模した観光船でのクルージングもひと味違っておすすめです。
２）牛窓
「日本のエーゲ海」と呼ばれている牛窓。穏やかな海とオリーブの木、瀬戸内の多島美が景観を形づくっており、日本の夕日百選にも選ばれています。西日本有数の規模を誇る牛窓ヨットハーバーだけでなく、ホテルやペンションでもセーリングを楽しむことができます。
お問い合わせ．　瀬戸内市商工観光課.　　電話,　0869-22-3953
３）前島
牛窓港の目の前にある前島では、研修や宿泊に利用できる施設も充実。マリンスポーツや地引網などが楽しめます。
お問い合わせ.　瀬戸内市商工観光課.　  電話,　0869-22-3953
４）白石島
島全体が名勝指定の白石島は、天然記念物の鎧岩など見所もたくさん。海水浴やシーカヤックなどのマリンスポーツでも賑わっています。
お問い合わせ.　笠岡市産業振興課.　    電話,　0865-69-2147


４．岡山の清流
吉井川、旭川、高梁川　三大河川も自然の宝庫。
豊かな自然環境を誇る岡山には、吉井川、旭川、高梁川の三大河川を中心に、その源流、支流も含め、清流が数え切れないほど流れています。
豊富な水源としてはもちろん、レジャースポットとして、県内外の人々に愛されており、鮎釣り、カヌー、カヤックなど、楽しみ方も多彩です。
５．岡山に眠る　地底の神秘を訪ねて。
井倉洞・満奇洞・備中鐘乳穴
全長1200メートルの鍾乳洞、井倉洞をはじめ、与謝野晶子が詠んだことから名付けられた満奇洞、さらに姫ボタルの観賞会も行われる備中鐘乳穴も、一度観れば忘れられない奇観です。自然の大きな力と悠久の時の流れを感じさせます。
お問い合わせ．　井倉洞.　電話,0867-75-2224。満奇洞.　電話,0867-74-3100。備中鐘乳穴.　電話,0866-52-2962。
６．絶景スポット
瀬戸内の青い空、光る波、燃える夕日。
ためいきが出るほど美しい自然に岡山で出会う。
１）虫明　（瀬戸内市邑久町）
複雑多様な地形、点在する島々、時間と共に変化を見せる海の色は、一度見れば心に残る美しさ。養殖カキの筏が穏やかな内海に浮かんでいます。
２）鷲羽山　（倉敷市大畠）
瀬戸内海を望む標高133メートルの山。鷲羽山展望台からは瀬戸内海や瀬戸大橋が一望でき、特に夕景の美しさは、日本の夕日百選にも選ばれました。
３）王子が岳　（倉敷市・玉野市）
花崗岩の巨岩・奇岩が連なる王子が岳は、穏やかな瀬戸内海を一望できる景勝地。山頂にはパラグライダーのフライト基地があります。


Ⅵ.ええ手しごとに、出会う
備前焼のふるさとをめぐる
１．備前焼のこころ
人間国宝　　伊勢崎淳氏に聞く
備前焼は、釉薬を一切かけず、絵付けもせず、粘土から成形し、窯に入れて焼いた素朴な焼き物。土の色がそのまま現れているんです。しかし、それは単に偶然出来上がったものではありません。一塊の土から丹念に作られた陶土が、千数百度の炎にあおられ、さまざまの変化を受けた自然の姿なんです。いうなれば、自然と人間の織り成す一つの小世界、と言えるでしょう。そのフォルムは、力強くてあたたかく、独特の魅力があります。備前焼は、約一千年にわたる歴史を持つ焼き物ですが、ただ昔から伝承されてきたのではなく、時代時代の陶工たちの手によって、さらに良いものへと革新を続けてきました。備前の風土の中、備前の粘土で、昔から伝えられてきた技と心を学び、さらに新しく何かを生み出し、積み重ねていこうとするスピリッツが時代を越え、現代の備前焼にも息づいていると思います。
≪人間国宝　伊勢崎淳氏≫
伊勢崎陽山の次男として生まれる。1959年より本格的に陶芸を始める。60年に兄、満と共に中世の穴窯を復元、築窯。作品は伝統的な物から造形的、彫刻的な作品まで幅広い。2004年（平成16年）、重要無形文化財の保持者（人間国宝）に認定。
２．備前焼のふるさと
開窯　1000年。
かつて「備前すり鉢投げても割れぬ」とうたわれたように、備前焼は古くから岡山県が全国に誇る特産品でした。朝鮮半島から日本に伝えられた須恵器が源流とされ、現在のような赤褐色に焼き締めたものになったのは鎌倉時代後半からと言われています。やがて桃山時代になると、茶道具として愛用されるようになりました。江戸時代には、絵付け施釉の磁器に人気をうばわれますが、備前焼の窯の火は途絶えることはありませんでした。大正時代になって、人間国宝の金重陶陽が桃山時代の作品を参考にして、新しい備前焼を作りだし、その後は多くの陶芸家によって備前焼の魅力が今に伝えられています。
３．備前焼の不思議
お酒や水が美味しくなる？備前焼
備前焼で人気があるのが、徳利やビアカップ。お酒を入れると香りやまろやかさが増し、ビールも泡がきめ細かく泡持ちよくなります。醤油なども美味しくなると言われ、お酒や醤油をつくる会社では備前焼の甕（かめ）を使用しているところも。花器なども水が腐りにくく、花が長もちすると言われ、室町時代から穀物や油などの保存用に使用された例は多く残っています。液体だけでなく、お茶の葉やコーヒーの粉も新鮮さを保てるので、保存の器として使えます。備前焼は遠赤外線の放射、表面の浸透性などの機能があるとされ、現在も研究中です。お酒や水を入れて、飲み比べてみるのも面白いですね。


４．こちらもおすすめ
１）旧閑谷学校
旧閑谷学校は、1670年に備前藩主　池田光政が創設した庶民教育の施設。その中心となる講堂は、備前焼の屋根が後背地の里山の緑に映え、美しい輪郭を見せてくれます。
お問い合わせ　財団法人　特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会.　電話,　0869-67-1427
２）備前焼まつり
毎年10月の第3日曜日と前日の土曜日に開催。伊部駅の周辺は歩行者天国になり、備前焼とその街をゆっくり見学できます。開催期間中には岡山県備前焼陶友会会員の全店舗、特設会場で備前焼を割引購入でき、全国から多くのファンが訪れます。
お問い合わせ　協同組合　岡山県備前焼陶友会.　電話,　0869-64-1001
３）岡山県備前陶芸美術館
備前焼の原形といわれる古墳時代の須恵器から現代までの資料、珍しい古備前や人間国宝の作品まで数多く展示する美術館です。備前焼の歴史の奥深さを知ることができます。
お問い合わせ　岡山県備前陶芸美術館.　電話,　0869-64-1400
４）備前長船の刀鍛冶
平安時代から続く手しごと
砂鉄の産地である中国山地などから吉井川の水運により豊富な原料が持ち込まれた備前長船は、古くから日本刀の産地として名を馳せてきました。「備前長船刀剣博物館　備前おさふね　刀剣の里」では、刀剣の歴史をはじめ、鍛錬風景、名刀の見学などができます。
お問い合わせ　備前長船刀剣博物館　備前おさふね　刀剣の里.　電話,　0869-66-7767
５．その他の伝統工芸品の紹介
備前焼の他にも、・勝山竹細工・手織作州絣・津山箔合紙、倉敷はりこ・撫川うちわ・備中和紙・高田硯・がま細工・烏城紬・虫明焼・津山ねり天神・倉敷ガラス・天神窯・酒津焼・烏城彫・閑谷塗（彫）・備中神楽面・吉備牛・福ダルマ・・い草製品・ジーンズ


Ⅶ.ええとこ温泉
温泉パラダイス、岡山。
岡山県北の美作地方は、昔からたくさんの温泉が湧き出る湯の国です。なかでも、湯原、奥津、湯郷は三つを合わせて「美作三湯」と呼ばれ、昔から多くの人々に親しまれている西日本きっての温泉地です。京阪神はおろか、全国からの温泉ファンで週末は予約がいっぱいです。
１．美作三湯　湯原温泉
１）湯原温泉
西の横綱、砂湯で旅の疲れを癒す
深い緑の中に偉容を見せる湯原ダムを見上げる露天風呂「砂湯（すなゆ）」はあまりにも有名。旭川の川床に自噴する温泉を岩で囲んで「美人の湯」「子宝の湯」「長寿の湯」の3つを楽しむことができます。豊富な湯量と良質な温泉に恵まれ、四季折々の風情が楽しめ、野趣満点です。
入浴無料。24時間入浴可。
【泉質】アルカリ性単純温泉（穏和性低張高温泉）、泉温52度、湧出量,  １分あたり 1,300リットル
【効能】慢性リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節などの運動器障害、疲労回復、不眠症、動脈硬化症、慢性皮膚炎など
２）その他の温泉
湯原温泉郷には、湯原温泉の他にもこんなに温泉が。
・足温泉
元亀年間、当時の高田城主、佐伯辰重が戦いで傷ついた武士を癒すために、この地の湯を樽詰めにして湯を送ったことから、樽(足)温泉と名付けられました。
住所,　真庭市都喜足。   　　電話,　0867-62-2966。
・下湯原温泉[ひまわり館]
竹垣に囲まれた広い岩造りの露天風呂が人気。全国でも珍しいペット専用の露天風呂もあります。
住所, 真庭市下湯原24－1。　電話, 0867-62-7080。
・真賀温泉
天然の岩風呂があり、風情いっぱい。古くから湯治場として知られています。
住所, 真庭市仲間。　　　　　電話, 0867-62-2953。
・郷緑温泉
青みがかった岩盤の割れ目から、透明な温泉が湧き出る一軒宿の温泉。
住所, 真庭市本庄712。　　　電話, 0867-62-2261。


２．美作三湯　奥津温泉
１）奥津温泉
吉井川の川霧に湯の香煙る、いで湯の里
吉井川上流の渓谷沿いにある奥津は、日本観光地百選にも選ばれているノスタルジックな温泉郷。周囲の豊かな自然に囲まれた、まさに“山里のいで湯”です。古くは津山藩の湯治場として利用されていた由緒ある温泉。泉質が良く、漂白成分を含んでいることから、すべすべの白い肌になるといわれるため、別名「美人の湯」と呼ばれています。また、地元の風物詩、足踏みせんたくを奥津橋のたもとの露天風呂で実演しています（日曜・祝日の朝。3月初旬から12月中旬まで）。旅の夜の自慢料理は、山の幸と川の幸がいっぱい。ぜんまい、わらび、筍、そして、ひらめ（あまご）、鮎、鱒、山里ならではのイノシシ、キジ、カモなど珍しいものが並びます。
【泉質】アルカリ性単純泉、泉温40～43度、湧出量　1分あたり1,000リットル
【効能】神経痛、リウマチ、婦人病、皮膚病、疲労回復、健康増進
お問い合わせ　奥津温泉観光協会.　電話, 0868-52-0610
２）その他の名所
・鍵湯,  400年前、津山藩主の森忠政が森家専用に鍵をかけたことから、その名がついた奥津の名湯。
・奥津渓…吉井川の上流、奥津川が花崗岩の峡谷を浸食してできた3㎞に及ぶ渓谷です。巨岩あり、滝あり、渕ありの変化に富んだ風景が楽しめます。
・奥津温泉　花美人の里…花をテーマにした同所は、花を浮かべた「花風呂」や露天風呂、レストランのほかに大豆食品のテンぺ製造体験、見学ができる多目的施設です。
住所.　鏡野町奥津川西261.   電話, 0868-52-0788
３．美作三湯　湯郷温泉
温泉街に翼を広げる鷺の噴水
湯郷は、吉井川に流れ込む吉野川西岸に開けた町です。この温泉郷の由来は、今から1200年ほど昔の平安時代、傷ついた一羽の白鷺に導かれた円仁法師が見つけたのが最初と言い伝えられています。
また、中国自動車道美作ICから、南へ車でわずか10分の交通アクセスに恵まれた好立地です。
【泉質】ナトリウム・カルシウム塩化物泉、泉温40～43度、湧出量　1分あたり540リットル
【効能】消化器病、神経痛、リウマチ、貧血症、婦人病、皮膚病など
お問い合わせ　湯郷温泉観光協会.　　電話, 0868-72-0374


Ⅷ.ええものづくりを、知る
歴史と伝統に培われた「もの」。現代の技術を駆使した新しい「もの」。ものづくりを極め、さらにこだわり、日々改良を加えている、岡山の自慢の「もの」を紹介します.　
１．岡山県倉敷市、児島。
１）藍色・ジーンズ色に染まる町。
雄大な瀬戸大橋の見える海辺の町、倉敷市児島は、昔から繊維の町として栄えてきました。江戸時代、干拓地だった児島は塩分の多い土地でも育ちやすい綿花栽培で栄え、一時は児島三白（漁業＝イカナゴ、塩業＝塩、機業＝綿）と呼ばれ、児島を代表する産業として全国的に知られていました。日本の近代化を支えた繊維産業の歴史は児島の歴史と重なり、江戸時代は綿作にともない、真田紐、織物、足袋などの製造販売が始まり、明治時代には機械化が進み、紡績工場が開設され、輸出製品が増えました。大正時代に入ると、帯地、足袋の生産が増え、児島を中心に岡山県が全国一の生産量になりますが、昭和から戦後には足袋製造などは衰退し、代わって学生服製造が盛んになりました。
近年は、ジーンズなどのカジュアル衣料やユニフォームなどのファッション関連の生産地として有名で、特にジーンズは1965年に国産初のジーンズが発売され、日本ジーンズの発祥の地として、全国にその名を覇せました。現在も多くのジーンズ企業が児島にあり、また、児島にルーツを持つブランドも数多くあります。
素材から染め、織り、縫製、洗い、仕上げ加工まで、すべての技術が集積している児島で製造されたジーンズは、日本だけでなく世界的にも高い評価を受けています。有名ブランドのジーンズも仕上げ加工だけは児島で行われる程で、児島ジーンズのものづくり・技術の高さがうかがえます。


２）ええものたくさん　児島めぐり
児島周辺をぶら～り、歴史散策。
瀬戸大橋の開通で、本州側の玄関口となった児島は、繊維産業が有名ですが、もう一つの顔として、江戸時代は干拓地を利用した製塩業が盛んでした。
①藍布屋
染めにも織にもこだわった藍布屋。天然藍を1本1本、手で染める昔ながらの製法で糸を染め、1日に１mしか織れない世界に１台の手織機を使い、デニム布地を作っています。そのデニム布地を使ってできる究極のジーンズは、表面だけを染めるインディゴ染めとは違い、はき込むほど風合に差がでます。
お問い合わせ　電話,086-473-3670
②ベティスミスジーンズミュージアム
1階にはジーンズの歴史をわかりやすく展示した国内で唯一のジーンズ資料館。2階にはベティスミスの資料を展示している他、リベット打ちの体験コーナーやオーダーメイドのジーンズを仕立てることもできます。
お問い合わせ　電話,086-473-4460
③高城染工場
深さ1.5mの天然藍の染液が入った藍瓶が並ぶ作業場は、大正時代から続いています。備前焼の藍瓶は温度が一定に保て、染めのバラ付きが防げるので今でも使用されています。ここでは、藍染体験も楽しめます。
お問い合わせ　電話,086-472-3150
④むかし下津井回船問屋
明治の回船問屋と二シン蔵をできるだけ当時に近いかたちで復元し、建物の内部には、母屋を中心に下津井の歴史や文化、観光情報を紹介した「いんふぉめーしょん館」、ちょっとしたイベントができる「蔵ホール」、地元の特産品を販売する「しょっぴんぐばざーる館」、下津井の海の幸が堪能できる「おーぷんきっちん」などがあります。
お問い合わせ　電話,086-479-7890
⑤野崎家旧宅
江戸時代、塩業で成功した野崎武左衛門の屋敷。どっしりとした母屋を中心に、約3000坪の敷地には白壁の土蔵が立ち並び、当時の勢いをあらわしています。庭のあちらこちらに茶室が設けられ、土蔵では塩田に関する資料や道具などをみることができます。
また、塩づくりの体験ができます。
お問い合わせ　電話,086-472-2001
児島めぐりのお問い合わせはこちらまで　　
児島商工会議所.　　電話,086-472-4450。　倉敷市観光企画課.　電話,086-476-3411


２．その他の　ええものづくりを、知る
１）倉敷帆布
デニムで有名な岡山ですが、実は国産帆布の生産量の7割を倉敷市児島地区が占めています。風合いの良い綿の厚みのある生地は、使い込む程、味わいが出てきます。昔ながらの織機で作られたセルヴィッジ（耳）が付いた雑貨も作られ、人気を呼んでいます。
２）キャンドル
ブライダルなどイベント用キャンドルの生産シェアを、全国の60％も占める倉敷のキャンドル。ブライダルのキャンドルサービスを日本に定着させたのは、倉敷のキャンドルと言っても過言ではありません。倉敷美観地区のアイビースクエアでは、キャンドルの手作り体験ができます。
３）勝山竹細工
昭和54年に国指定伝統的工芸品となった勝山竹細工。起源は定かではありませんが、はるか昔から人々の生活に密着し、その機能美も色褪せることなく現在に受け継がれています。良質の真竹を使うことで、美しく飴色に変化するのも楽しみの一つです。
４）郷原漆器
クリの木を生木のままろくろで挽くのが特徴で、木目の美しさを活かした漆器です。終戦を境に一度生産が途絶えましたが、近年、地元有志が復活へ取り組み、600年の伝統を保っています。平成4年には、県指定郷土伝統的工芸品に、さらに平成18年には、県指定重要無形民俗文化財に指定されています。
お求め・お問い合わせは、岡山県観光物産センター「晴れの国岡山館」.　 TEL, 086-234-2270


Ⅸ.ええ味に、ふれる
豊かな自然がくれるのは、きれいな景色だけでなく山海の美味。岡山は、美味しい国です.　
１．岡山の美味しさ勢ぞろい
１）おかやま和牛肉
晴れの国岡山が誇る和牛肉。きめ細やかで、とろけるように柔らかい肉質。
きれいな空気と水、そして豊かな自然の中で、農家が一頭一頭手塩にかけて育て上げた健康な和牛。その中から認定基準に合格した肉だけに与えられる“銘柄”が「おかやま和牛肉」です。和牛のなかでも最高の品質を誇る黒毛和牛なので、そのおいしさは絶品。芸術的とも言える、サシ（白い脂身の入った部分）の美しさには感動すら覚えるはず。あまり手を加えず、ステーキやたたき、しゃぶしゃぶなどで、本当の肉のおいしさを味わってみて欲しいものです。
２）天然あなご
瀬戸内海のとびきりの味。焼いても、天ぷらでも美味しいあなご。
岡山では、三大河川が海に注ぐあたり、倉敷、日生、笠岡、寄島があなご漁の盛んなところ。梅雨の水を飲むとおいしさが増すといわれるあなごは、初夏が旬です。ビタミンやカルシウムが豊富で、脂がのったあなごは、開いて付け焼きにする他、一本まるまるを使った握り寿司や天ぷら、あなご丼など、料理法もいっぱい。また、焼きあなごはお土産に最適で、駅や特産物のお店に並んでいます。
３）ママカリ
岡山名物の元祖は　繊細な味。飯（まま）を借りに行くほど　美味しい。
新鮮な瀬戸内海の魚介が自慢の岡山で、昔も今も有名なのがママカリです。ママカリは、県内では牛窓、日生、下津井、笠岡の海でよくとれる小魚。淡白で特有の風味があり、姿のまま素焼きにしたのを酢醤油や生姜醤油にジュンとつけたものや、開いて酢につけ、お寿司にする“ママカリずし”などが代表的な食べ方です。ご飯に合うのはその名の通りですが、酒の肴にも好評です。
４）カキ
粒が大きく味わい深い、プリプリのカキをどうぞ。全国で第3位の生産量を誇る「海のミルク」カキ。
岡山のカキは、全国第3位の漁獲高を誇り、日生、邑久、寄島などで養殖されています。おすすめは、殻焼きとカキめしです。カキめしは炊き上がってから、ネギを入れて混ぜ、ノリを散らして温かいうちにいただきます。殻焼きは、その名の通り殻がついたままのカキを金網の上に並べて口が開くまで焼き、醤油とレモン汁をかけて食べます。潮の香る、殻付きのカキを食べられるのも産地ならではの贅沢です。


５）サワラ
サワラの旬は春。さまざまな料理で味わえる。
①ばら寿司
郷土料理の定番である、ばら寿司。
岡山の郷土料理は数あれど、豪華さで選ぶなら、山海の美味で飾られた“ばら寿司”がおすすめです。岡山のばら寿司には、サワラが付き物。サワラは長距離を回遊し、身は柔らかく、味は濃厚。4月から5月頃が旬で、この頃、サワラの群れがまるで島のように盛り上がって見えた、という話から“魚島”という言葉が生まれました。薄く切ったサワラの身を酢でしめて、ばら寿司の上に飾り付けます。ばら寿司は、岡山県南の寿司屋で味わうことができます。
②炒り焼き
サワラの炒り焼きを食べに、日生町へ。
春から初夏の頃、備前市の日生で、今なお続いているサワラを使った伝統のご馳走が、“炒り焼き”です。鉄鍋で砂糖の効いた割り下を熱し、刺身状に切ったサワラを一枚ずつ入れ、表面だけを炒りつけてあつあつを食べる、刺身と魚すきの中間とも言える、旨味の強いサワラならではの料理法です。サワラの産卵期は、新玉ねぎが採れる頃でもあり、玉ねぎをスライスして一緒に食べることが多いとか。
６）岡山の酒
備中杜氏の技術と雄町米、名水が造る旨い酒。
岡山の酒造りは古く、万葉集で「吉備の酒」と詠まれたほど。江戸時代後期には、優れた技術を持つ「備中杜氏（びっちゅうとうじ）」という名匠たちが名を馳せ、広く全国で活躍するようになりました。現在でも岡山では各地の酒蔵で、その伝統的な酒造りの技が継承されています。
また、良い酒を作る条件は、杜氏の技術だけではありません。岡山の温暖な気候風土は日本有数の酒米、「雄町米」の栽培に適しており、良質な酒米を生産しています。それに加え、岡山の三大河川は豊かな水量と清流を持ち、酒造りに非常に適した水質を提供してくれます。この三つの要素で岡山の旨い酒は造られているのです。


２．ええ岡山野菜を、食べる
１）岡山で育った、こだわりの野菜
山あり、海あり、平野あり、豊かな水源もあり！おまけに温暖な気候の岡山は、豊かな実りの大地です。山には山の、里には里の、美味しい野菜が季節ごとに鮮やかに食卓を彩ります。岡山に来たら、岡山の野菜をどうぞ。
①千両なす
“なす”に対するこだわりとプロのプライドが作りあげる岡山の千両なすは、瀬戸内の恵まれた気候風土を利用して今日もつやつや育っています。主な産地は、岡山市南部や、玉野市、総社市、笠岡市など県南中心です。
②桃太郎トマト
県中北部の涼しい高原地帯を中心に栽培され、昼と夜の温度差を敏感に感じる度に、ぐんぐんと旨みと栄養を増していく岡山の桃太郎トマト。安全・安心を配慮して栽培されています。
③つくね芋
きめ細かな肉質で、すりおろしてとろろにすると強いねばりが出ます。岡山では「山の芋」というネーミングで流通しています。
④おかやま黒まめ
全国一の生産を誇る岡山の黒まめ。大粒で、見栄えもよく、おせち料理にはかかせない逸品です。お茶やお菓子などの加工品、さらに10月の枝豆も人気が高まっています。
⑤しょうが
丸々として大きく、身がぎっしり詰まった、ボリューム満点のしょうが。岡山県南西部や倉敷で生産されています。果肉の色が白く鮮やかで、みずみずしいのも特徴です。
⑥こだわり大根
蒜山発！！こだわり大根は寒締め効果で栄養たっぷりの大根です。昼間は十分に光合成を行い、高原の夜間の寒気を受けて、栄養を体内に蓄えた大根は味も抜群。
⑦そうめん南瓜
瀬戸内市の南エリア、牛窓で育つ不思議な南瓜、そうめん南瓜。口に入れるとほろほろ崩れて、糸状になるおもしろい食感。あっさり、しゃきしゃき、栄養満点です。
⑧ごぼう
ミネラルを豊富に含んだ甘くておいしいごぼう。美味しいだけでなく、食物繊維がいっぱいの健康野菜です。生産者の労を惜しまぬ情熱が市場の人気につながっています。倉敷市連島、井原市芳井町が主な産地です。


２）直売所
岡山野菜ここでどうぞ。採れたて、旬を、産地で手に入れる！
収穫してすぐの新鮮さ、作った人の顔が見える安心とこだわりの美味しさはもちろん、その土地ならではの味わいや、人のあたたかさが笑顔につながります。
①道の駅　彩菜茶屋（美作市）
特産の黒大豆[昨州黒]がおすすめ。
勝栄地方の一帯から集められた旬を彩る多彩な農作物が自慢の直売所。野菜、果物、加工品など同じ種類の商品でも、町ごとに美味しさを競い合っています。特産の黒大豆「作州黒」や、松茸もお手頃価格で手に入ります。
お問い合わせ.　道の駅　彩菜茶屋.　　　電話,0868-72-8311
②みどりの館　みやま（玉野市）
きめ細かな品揃えで人気です。
道の駅「みやま公園」に併設の直売所です。サラダほうれんそうやルッコラなど、こだわりの農作物を多品目そろえています。農作物には、すべて生産者の氏名が貼ってあるので、指名買いの常連さんも多いとか。鮮魚も店頭に並ぶので、早朝から賑わっています。
お問い合わせ.　みどりの館　みやま.　　電話,0863-32-0115
③星の郷　青空市（井原市）
有機無農薬野菜に自信あり！
美しく星が見える町、美星町の直売所。野菜本来の美味しさと安全にこだわり続ける姿勢にはファンも多く、県内屈指の直売所です。有機無農薬野菜や果物、切り花、乳製品、手作りの加工品など多種多様な産品は、どれも生産者のこだわりの結晶です。
お問い合わせ.　星の郷　青空市.　　　　電話,0866-87-3908
他にももっとあります！！詳しくは、岡山県内農林水産物直売所ガイド
http://www.pref.okayama.jp/norin/nosei/report/chokubaijo_2/


３．こだわりの、ええフルーツ
１）くだもの王国岡山
くだもの王国岡山で、新鮮フルーツをガブリ！味わう。
岡山県は、瀬戸内海から中国山地の豊かな自然と、温暖な気候に恵まれ、くだものの栽培にぴったり。明治初期から長年にわたり培われた高度な技術により、今日では「くだもの王国」としての地位を確立しました。岡山では、年間を通してさまざまな季節のくだものが収穫されています。ぶどうや白桃はもちろん、温室メロン、イチゴ、ミカン、スイカ、オリーブ、ヤマモモ、ヤマブドウ、柿、鴨梨にあたご梨、リンゴ・・・など、季節を通して様々な種類の新鮮な旬の果物を食べることができます。中でも自慢は白桃、マスカットとピオ―ネ。日本一の生産量を誇ります。また、産地の果樹園でフルーツ狩りを体験するのもおすすめです。


２）自慢のええフルーツ
①いちじく
瀬戸内の温暖な気候の中で太陽の恵みをいっぱい受けて育ったいちじく。一口ほお張ると、口いっぱいに甘さが広がります。品種は、蓬莱柿（ほうらいし）、桝井（ますい）ドーフィンが主力です。干しいちじくやジャム等の加工品もおすすめです。
②メロン
岡山市足守では、昭和の初期にメロンが本格的に栽培されはじめました。メロンの種類は、アールスメロン。強い香りと、とろけるような甘さが自慢です。
③いちご
ビタミンＣが豊富に含まれている苺。糖度の高い「さちのか」、酸味が少なく、すっきりした甘味の「さがほのか」など、代表的な苺が県南部を中心に栽培されています。
④ニューピオーネ
「大粒」「種なし」「甘くておいしい」の三拍子そろった岡山産ピオーネは、日本一の生産量を誇っています。
⑤瀬戸ジャイアンツ
大粒で果皮がうすく皮ごと食べられる種無しのぶどうで、さっぱりした甘さと食感は格別です。ジュースやゼリー、ケーキのトッピングにと、いろいろな食べ方が楽しめます。
⑥マスカット・オブ・アレキサンドリア
透き通るようなエメラルドグリーンと素晴らしい香り、上品な味はまさに「果実の女王」の名にふさわしい。エジプト原産のこのぶどうは、日本での栽培は難しいとされていましたが、岡山の気候と生産者の熱意、高度な技術によって全国90％の生産量を誇るようになりました。一房ごとに丁寧に大切に育てられています。
⑦白桃
一つ一つ丁寧に袋かけして育てられた岡山の白桃は、上品な香りと美しい白さが特徴。中でも「清水白桃」は、岡山を代表する桃で、肉質がきめ細やかで、とろけるような口あたり、甘い芳香が自慢です。旬の短い桃ですが、6月～8月まで様々な品種の桃が、かわるがわる店頭に並びます。岡山には桃を使ったスイーツもいっぱい。岡山に来たらぜひ、桃を味わってみてください。
⑧あたご梨
日本一の大きさと、甘い果汁たっぷりで、食べ応えバツグン。岡山が日本一の生産量を誇る冬の人気フルーツです。この他にも、パスクラサンや鴨梨、新高梨などバリエーション豊富な岡山の梨です。


４．その他の特産品
１）水産品
・ままかり酢漬・鯛浜焼・あゆ・鰆のみそ漬け・岡山のり
２）銘菓
・吉備団子・大手まんぢゅう・むらすずめ・ゆべし・藤戸まんじゅう・桐襲（きりがさね）・やまんぼう
３）郷土料理
・鯖ずし・蒜山おこわ・さわらずし・ママカリずし
４）ご当地グルメ
・カキオコ・津山ホルモンうどん・笠岡ラーメン・卵かけごはん
５）その他食品
・朝日米・おかやま黒まめ・地酒・ワイン・蒜山ジャージー乳製品・黄にら


Ⅺ.交通ガイド・お問い合わせ先
１．交通ガイド
１）空路ガイド
飛行機利用での所要時間
・東京（羽田空港）から、1時間15分
・新千歳空港から、2時間00分
・鹿児島空港から、1時間15分
・那覇空港から、1時間50分
２）電車ガイド
新幹線利用での所要時間
・東京駅から、3時間17分
・名古屋駅から、1時間37分
・新大阪駅から、44分
・広島駅から、34分
・博多駅から、1時間37分
３）道路ガイド
車利用での所要時間
・大阪から、約2時間10分
・広島から、約1時間50分
・米子から、約1時間40分
・高知から、約2時間00分
・松山から、約2時間20分
・徳島から、約2時間30分
・福岡から、約5時間20分


２．観光のお問い合わせ（観光連盟など）
・社団法人　岡山県観光連盟
〒700-0825
岡山市田町1-3-1  岡山県産業会館4階。　　　　電話，086-233-1802
・岡山県観光物産センター「晴れの国　岡山館」
〒700-0822
岡山市表町1-22。　　電話，086-234-2270
・岡山県産業労働部観光課
〒700-0824
岡山市内山下2丁目4－6。　　　電話，086-226-7382
・岡山県東京事務所
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-6-3  都道府県会館10階。　　電話,03-5212-9080
・社団法人　岡山県観光連盟　大阪観光案内所
〒541-0051
大阪市中央区備後町3-2-13  岡山県産業ビル1階。　　電話,06-6261-9303
発行元
この岡山県観光情報「岡山百景」は、NPO法人　プロジェクトゆうあいが発行しています。
〒690-0877
島根県　松江市　殿町33　坂本ビル1階
電話,　0852-32-8645。　Fax,  0852-28-1116。
メール　info@project-ui.com
ホームページ　http://www.project-ui.com/
協力.  岡山県
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